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―同じ創立の理念で結ばれた日韓文化交流基金と韓日文化交流基金―

両基金の礎を築いた花村仁八郎会長（左）と具滋暻会長（右）
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草創期の両基金を率いた初代理事長－国旗の右が須之部量三理事長、左が李漢基理事長
（日韓・韓日合同学術会議第2回会議－1987年12月）
※両基金が共同開催した合同学術会議は1986～2001年まで計14回開催された。
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